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2021 年 3 ⽉ 20 ⽇に M6.9，5 ⽉ 1 ⽇に M6.8 のプレート境界型地震が宮城県沖の牡⿅半島近傍で
発⽣した．これらの地震の震央を第１図 a の星印で⽰す．これらの地震は 1978 年宮城県沖地震の震
源域（⻘実線）1) の⻄縁で発⽣しており， 2005 年宮城県沖地震の震源域（⿊破線）2) よりはずっと
⻄側で発⽣した．また，今回の⼆つの地震は， 2011 年東北地⽅太平洋沖地震の震源域（紺太線）3) 

の⻄縁で，プレート境界型地震発⽣域の⻄縁（桃破線）4) 付近で発⽣した． 

経験的グリーン関数を⽤いて⾒かけの震源時間関数を先に推定してから滑り量分布のインバージ
ョンを⾏う⼿法 5) により求められた今回の⼆つの地震の滑り量分布を第１図 a の⿊実線で⽰す． 

3 ⽉ 20 ⽇の地震については，⿊実線以外に緑⾊の濃淡でも滑り量の分布を⽰した．  

3 ⽉の地震によるプレート境界⾯のせん断応⼒の変化を第１図 b に⽰す．5 ⽉の地震は 3 ⽉の地
震によってせん断応⼒が増加した場所（⾚領域）で発⽣したことがわかる．第１図 c に，3 ⽉と 5

⽉の両⽅の地震によるプレート境界⾯のせん断応⼒の変化を⽰す．薄い⻘⾊の部分は滑り量分布の
推定時のゴーストであると考えられ，これを無視すると，1978 年の震源域のほとんどの領域におい
て，今回の⼆つの地震によってせん断応⼒が増加していることがわかる． 

2011 年東北地⽅太平洋沖地震後には，滑り量の⼤きかった領域の周辺で活発な余効滑りが⽣じて
いたことが海陸の地殻変動観測 6) や⼩繰り返し地震の観測 7) から明らかになっている．地殻変動
観測で得られた余効変動データには粘性緩和と余効滑りの両⽅の影響が含まれており，余効滑りを
正しく推定するためには，精確な粘弾性モデルを⽤いる必要がある．⼀⽅，⼩繰り返し地震は余効
滑りのみに反応し，粘弾性緩和の影響を受けないという特⻑がある．⼩繰り返し地震によって推定
された 2020 年のプレート境界の滑りレートの分布を第２図に⽰す．2011 年の本震から 1 年たって
も宮城県北部の沖合では活発な余効滑りが⽣じており，今回の 3 ⽉の地震の破壊が北側から始まっ
た（第１図 a）のは，この⼤きな余効滑りの影響によるものと考えられる．  
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第 1 図(a) 2021 年 3 月 20 日の M6.9 および 5 月 1 日の M6.8 の宮城県沖の地震の震央（星印）および滑り量分布

（黒実線）．3 月 20 日の地震については，緑色でも滑り量を示す．(b) 3 月 20 日の地震によるプレート

境界のせん断応力変化．(c) 3 月 20 日と 5 月 1 日の地震によるせん断応力変化．詳細は本文参照．  
Fig. 1(a)  Epicenters (stars) and slip distributions (black contours) for the earthquakes of M6.9 on March 20 and M6.8 on May 

1, 2021. (b) Shear stress change along the plate boundary due to the March-20 event. (c) Shear stress change caused 
by the March-20 and May-1 events. See text for further details. 

第 2 図  小繰り返し地震から推定された 2020 年のプレート境界の滑りレートの分布と 2021 年前半の主な地震．

        黒コンターは 2011 年東北地方太平洋沖地震の滑り量分布 3)．2 月 13 日の地震はスラブ内部の地震．
Fig. 2   Slip rate distribution along the plate boundary in 2020 estimated from small repeating earthquakes and 

major earthquakes in the first half of 2021. The earthquake on February 13, 2021, is an intra-slab earthquake. 
Black contours show the slip distribution of the 2011 Tohoku-oki earthquake3). 
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